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33)青森県脳卒 中発症登録事業から見た脳卒中

の発症状況 について

田畑 英史 ･三日 鰻遷(萱 衆夏 生宴数量 )

田畑 衆愚 ･鈴木 重暗 く 同 脳神経外科 )

【はじめに31997年より実施されている育森県脳卒中

発症登録車業における登録票を集計解析 した結果,若干

の知見を得たので報告する.

E対象および方法】県内の医療施設から寄せ られた登

録票のうち,1997年 1月から1999年12月までに発症 し

た脳卒中患者4854例 (男性 2516例,女性 2338例)杏

対象に,年齢 ･性差 ･地域差 ･月別発症状況について検

討 した.

【結果】臨床診断別の登録者数は,脳出血 (以下ⅠCH)

1498例,脳梗塞 (以下 CI)2447例 (脳血栓 1317例,

脳塞栓 431例 ,不明 699例 ), くも膜下出血 (以下

SAH)797例,その他 (TIA 含むト 記載なし120例で

あった.ICH,CIでは若干男性に多 く,SAH では女

性の登録数が男性の約2倍だった.各疾患発症時の平均

年齢は,王CH65.3歳,CI71.2歳,SAH60.1歳で,各

疾患とも年齢階級の上昇に伴い女性の登録者が増加する

傾向にあった.発症の地域差,月別発症状況においでは,

現時点では明らかな有意差は認められず,今後の検討課

題としたい.

34)宮 城 県 における脳梗塞-宮崎県脳卒中発症

登 録 から

荒井 啓 晶 ･楼井 芳明

宮城県の脳卒中発症登録において 1988-1997年の10

年間に11017例 (男性 :女性-1.78:1)の脳梗塞が

登録された,年間登録数は10年間で約1.5倍に増加 し,
これは60歳以上の高齢者の増加によるものであった.

CT,MR王による梗塞巣の出現部位を大脳皮質性梗塞,

穿通枝梗塞,後頭董蘭の脳梗塞および不明と分類すると

それぞれ34%,補%,13%,13%であり男女差は認めな

かった.各群ともに増加傾向にあるが穿通枝梗塞の増加

が最も明らかであった.発症の危険因子として高血圧,

糖尿病,脳卒中の既往が高齢者層に多 く認められ,梗塞

巣の型から見ると穿通枝梗塞では高血圧が 56,1%と最

も多く認められ,皮質梗塞では心房細動が 26,3%み ら
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れた.また,糖尿病の既往は穿通枝梗塞,後頭叢寓脳梗

塞の銅%,26%に認められた.予後は全体で Excellent,

Good:58.1%.Fair.Poor:33.706,Dead:6.9%

であった.各病型毎の予後を死亡を含めた予後不良例で

見ると皮鼠 穿通枝,後頭藍蘭梗塞それぞれ,55.0%,

34.8%,21,3%であった.

35)脳幹部 グリオ-マの治療成績の検討
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道立小児保健セ
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fL幌 医 科
脳神経外科
国 立 fL幌
脳神経外科

脳幹グリオーマは現在でも治療困難な疾患の一つであ

る.我々は1986年から1999年までに札幌医科大学脳神

経外科で経験 した小児脳幹グリオ-マ摘例,成人脳幹グ

リオ-マ8例の治療成績を検討 した.治療方針は局在の

比較的鮮明なものには最大限の摘出を行い予その後摘出

の有無にかかわらず50-60Gy の局所照射 を ACNU,

VCRの化学療法剤の投与と同調 させ,照射期間中は,
INF-betaの投与を行うこととした.手術は小児では

4/14例,成人では 3/8例に行われた.平均生存期間

は小児全体では29.6ケ月であるが,死亡例u例のみの

平均では 10,5ケ月,一方成人全体の平均生存期間は

51,8ケ月 ,死亡例のみの平均は36,0ケ月であった.小

児では横内の局在性病変で症状が軽微であり経過観察の

みとなった症例が3例あり,いずれも現在でも生存 して

いる長期生存率 (平均 8.3年)となった.成人の生存者

3例のうち2例は脳幹部の放射線壊死をきたした症例で

現在でも植物状態であり,残る一例は脳幹部の ol短か

dendrogliomaで亜全摘を行えた症例であった.脳幹

部グリオ-マでは成人例のほうが小児例より予後がよかっ

たが,長期生存例は小児,成人とも特殊なタイプ,特殊

な事情によるものであった｡

36)中枢神経系原発性悪性 リンパ腫 に対 し

High DoseMethotrexate冊DMTX)痩

法を行った1症例

香城 孝麿 -欄 内主税 (錯 姦策若病院)

若林 淳一 ( 同 病理科 )

中枢神経系原発悪性 リンパ腫 津cNSL)桝 台癖はこ
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れまで放射線療法を主体に行われ,さらに種々の化学療

法が試みられている.その中で も近年行われている

HDMTX 療法は,比較的良好な成績が報告されている.

我利 ま片麻痔で発症し,脳内多発性膿癌と著明を周辺脳

浮腫を認めた61歳男性で,組織静で PCNSI.の診断確

定後,HDMTX withLeukovorimTeSeueによる治

療を2ク-ル行った後に放射線照射を行い,且年間の追

跡で啓発を認めなかった症例を経験 した,HDMTX

withLeukovoTinrescueの具体的な治療方法および

治療経過を文献的考察を加え報告する.

37)転移牲HLt明酎射 二村す る IJIN:lLlradiosur-

gery1ケ月複の剖検例の検討

岡本 一億･赤井 肇也
飯田 隆昭･高田 久
飯塚 秀明 (

金沢医科大学
脳神経外科

転移性脳腫癌に対 し L王NAC による steTeOtaCもic

radiosuT酢ry(SRS)を行い,1ケ月後に剖検を得ら

れた症例を経験したので組織学的検討を含め報告する,

症例 :46歳男性,頭痛にて発症,入院時,意識 JCSl-

2,左片麻輝,左同名半盲がみられた.頭部 CT予MRi

では右頭頂葉に直径約3cm の腰痛を認め,他に多発性

に並歯がみられた.全身約には左肺門部,肝臓,腎臓,

副腎に多発性の渡藤がみられた,頭蓋内魔境は生命予後

に関わると考えられた腺癌を摘出し,残 りの膿嬢に対 し

SRSを2日間で計8箇所に行った.金脳照射を追加 し

たが,照射14Gyで全身状態が悪化 し,意識障害も強 く

なり,治療を中止Lた.SRSから約 1カ月後に死亡 し

た 剖検所見 :肉眼約には,SRSによる治療部位は未

治療渡藤に比べ褐色に変色していた,組織学的には腺癌

中心部に凝固壊死とみられる部分とその周辺に島状に渡

癌細胞の残存がみられた.TUNEL 法では島状に残存

した腺癌の中に陽性細胞がみられた.結論 :SRS によ

る転移後脳腫壕の縮小の一要因として apoptosisの関

与が嘉唆された.

38)ヒト成熟脳由来神経幹細胞 の神経細胞への

機能的分化

佐々木祐典･本望 修
秋山 幸功･上出 廷治
端 和夫 仁.i:

幌医科大学
神経外科

E目的】神経幹細胞の研究は,中枢神経系疾患に対す

る神経再生 ･細胞移植療法を目的に益身盛んになってき

ている.今軌 われわれは,ヒト成熟脳から単離 t培養 ･

sirlgleceHclonaiexpansion した神経幹細胞の in

uiか･0における神経細胞への機能的分化を解析 したので

報告する.【万法】ヒト成熟脳よi)神経幹細胞を細川 ･

培養 ･rplllillPを作成し.lLTH-1'(roで神経細胞に分化

誘導 した.また,同神経細胞の神経機能の獲得 をぎ

wholeeellpatchclamp法を用いて電気生理学的に

解析を行った.【結果】1:神経幹細胞より分化させた神

経細胞体へ Giutamateおよび GABA を pTeSSur管

miLlro-IIPPlic壬ltionすると.T-日当する ioni｡し､urlでnt

が認められた.2:それらの反右古は括抗剤で阻害された.

3:近傍の細胞合の刺激により,EPSP が認められた.

【結論】成人脳に存在する神経幹細胞は,inHltr()で興

奮性および抑制性の神経細胞へ分化し,シナプスを形成

することが確認された.

39)3D-C管A (Simulaもiom 画像)をガイ ド

として elippingを行 った親動脱に隠れた
脳勤脈璃の3例

謹 遠望 津 田 光健(志藷諾 賓院)

【日的】31)-LIT:＼ による r-･術 silllLllation 両便

(SH が elippim好 に準に有用であった親動脈に隠れた

脳動脈磯の3例を報告する.

監症例】症例 1ほ,51才男性.SAH にて来院,Aeon

に動親機を認め,右 pteTionalapproach(PA)で手

術を行った,動賦癌は右 Al-2に隠れた状態で存在

した,症例2ほ,62才男性.めまいで来院.精査にて

Aeom と右 IC-PC莱破裂脳動脈癖が発見された.右

PA での手術では,Acom 動脆癖は右 Ai-飢二大部

分が隠れていた.症例3は,70才女性.SAH にて来院.

左 MCA に動脈痛を認め,左 pA で手術を行った.動

淑癖は左 M2に隠れた状態で存在 した.各々に対 して

予め3D-CTA を用い作成した SIをガイドとして参

照し,痛の位置の同志,e且ipの選択を行い elipping

を行い得た, 【結論】3D-CTA による SIは,clip-

pingのガイドとして有用である.


